



























































日常史・history of everyday life研究に対して、多く
の示唆を与えることができると、日本で培われた民
具研究の積極的展開の推進を指摘する発言もあった。
　確かにグローバル化の中、ポストモダンから近代
化の途次にある国々まで、世界の人々の生活文化が
均質化する一方で個別性も持続し並行する現代社会
にあって、民具は可視的な物質文化であるだけに言
葉の壁を越え、互いの生活文化理解の導入に最適で
ある。そこに学術的な民具学の可能性が広がり、ま
た地域住民の生活の過去・現在を語り未来を志向す
るための判断材料、文化資源として見直される意義
があると思われたのである。
